
非同軸発生させた周波数もつれ光子対による和周波光子発生 

Sum-frequency generation using non-collinearly generated frequency entangled photons  

京大院工 1，物材機構 2  

   菅野 駿太 1，岡本 亮 1，出口 樹 1，岡野 真之 1，Hwan Hong Lim
2，栗村 直 2，竹内 繁樹 1 

Kyoto Univ.
1
, NIMS

2 

S. Sugano
1
, R. Okamoto

1
, T. Deguchi

1
, M. Okano

1
, H. H. Lim

2
, S. Kurimura

2
, S. Takeuchi

1 

E-mail: sugano.shunta.64n@st.kyoto-u.ac.jp 

周波数もつれ光子対の一方の光子のみに群速度分散補正を行うことで、2 光子の時間相関

幅が光の 1 振動周期にまで狭められることが理論的に証明されている[1]。その実現のために

は、2つの光子を異なる方向(非同軸)に発生させ、和周波発生を行う必要がある。我々はこれ

までに光子対の時間相関幅測定に向け、同軸発生のパラメトリック蛍光光子対からの和周波

発生を確認している[2]。今回、非同軸発生のパラメトリック蛍光光子対からの和周波発生に

ついて報告する。 

図 1に実験系の概要を示す。狭帯域 CW レーザー(パワー:5 W、中心波長:532 nm)を単一分

極反転周期 8 μmをもつ擬似位相整合素子(PPSLT-A)に入射し、パラメトリック蛍光光子対(中

心波長:1064 nm、帯域幅:110 nm)を非同軸で発生させた。IRカメラで測定したパラメトリック

蛍光を図 2 に示す。その後、フィルターによって、ポンプ光から分離した蛍光光子対を単一

周期の PPSLT-Bに入射し、発生した和周波光子を単一光子検出器により検出した。図 3は和

周波光子数の PPSLT-B 素子温度依存性である。四角点は実験結果、曲線はフィッティングで

ある。PPSLT-B の素子温度が約 30.5℃で擬似位相整合条件を満たし、31.6±0.2 cps の和周波

光子数が観測された。 
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図 1 実験系概要。LPFs:ローパスフィルター(2枚)、 

GF:ガラスフィルター、SPFs:ショートパスフィルタ

ー(2枚)、BPF:バンドパスフィルター 

図 2 非同軸発生のパラメトリック蛍光パターン 

図3 和周波光子数のPPSLT-B素子温度 
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